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　多感な高校生とって教育旅行（修学旅行）は学生
時代の一大イベントだ。楽しみでもあり、また不安
でもある。非日常の場に身を置き、その土地ならで
はのものに触れ、見て、人と接することで視野が広
がることもある。ここでは充実した教育旅行（修学
旅行）を実施する４校の取り組みを紹介する。

佐藤聖教諭 藤井達也教諭

現
地
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
立
ち

寄
り
文
化
の
違
い
を
学
ん
だ

そ
ら
の
郷
で
の
家
業
体
験
の
竹
細
工
づ
く
り
（
上
）
と
ま
き
割
り

岡昌悟教諭 加藤遼教諭

現地の大学生と英語でディスカッション

南
洋
理
工
大
学
ら
の
学
生
と
顔
合
わ
せ

現
地
学
生
と
自
分
の
言
葉
で

積
極
的
に
伝
え
よ
う
と
す
る

姿
が
印
象
的
だ
っ
た

飛田和成教諭 岡嶋沙紀教諭

池
田
湖
水
際
公
園
で
の
静
水

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
体
験

　
全
国
初
の
公
立
の
国
際
高

校
と
し
て
知
ら
れ
る
埼
玉
県

立
和
光
国
際
高
等
学
校
（
和

光
市
、鈴
木
啓
修
校
長
）は
、

普
通
科
と
外
国
語
科
の
２
コ

ー
ス
を
設
け
る
。
「
国
際
社

会
で
必
要
と
さ
れ
る
グ
ロ
ー

バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
を

ス
ク
ー
ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
ー
に
掲
げ
、
グ
ロ
ー
バ
ル

リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
上
で
必

要
な「
共
生
力
」「
教
養
力
」

「
人
間
力
」
の
育
成
に
努
め

る
ほ
か
、
２
０
２
２
年
に
施

行
さ
れ
た
新
学
習
指
導
要
領

に
基
づ
い
た
教
育
課
程
の
改

革
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
同
校
で
は
、
語
学
力
だ
け

で
は
な
く
、
生
徒
の
資
質
や

能
力
を
多
角
的
に
伸
ば
す
場

と
し
て
、
２
年
次
に
実
施
す

る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
校
外
学
習

を
重
要
な
行
事
と
位
置
付
け

て
い
る
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、

中
国
、
イ
ン
ド
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の

文
化
や
民
族
が
共
存
す
る

「
多
文
化
共
生
」
の
特
色
に

加
え
、
国
を
挙
げ
て
先
進
的

な
教
育
に
も
熱
心
な
こ
と
か

ら
、
生
徒
自
身
の
成
長
に
大

き
く
寄
与
す
る
と
考
え
、
訪

問
先
に
選
ん
だ
。
し
か
し
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

年
以

降
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
行
き
は

中
止
と
な
り
、
今
回
は
４
年

ぶ
り
の
実
施
と
な
っ
た
。
藤

井
達
也
教
諭
は
、
「
コ
ロ
ナ

を
経
て
、
下
見
に
も
行
け
な

い
中
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
社

会
状
況
の
変
化
も
把
握
し
に

く
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
前
の

学
年
か
ら
受
け
取
れ
て
い
た

情
報
な
ど
を
生
か
せ
ず
、
生

徒
や
保
護
者
か
ら
不
安
の
声

も
多
く
寄
せ
ら
れ
た
」
と
語

る
。

　

年
度
の
校
外
学
習
は
、


月
７
～

日（
４
泊
５
日
）

に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
市
内
で
実

施
。
普
通
科
、
外
国
語
科
の


期
生
３
０
７
人
が
参
加
し

た
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
加
え
、

こ
れ
ま
で
の
校
外
学
習
と
大

き
く
異
な
る
の
は
、
新
学
習

指
導
要
領
の
必
履
修
科
目
で

あ
る
「
総
合
的
な
探
究
の
時

間
」
の
学
習
要
素
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
点
だ
。
導
入
し

て
１
期
目
と
な
る

期
生

は
、
生
徒
自
ら
が
考
え
た
テ

ー
マ
や
課
題
を
も
と
に
、
社

会
で
生
き
抜
く
た
め
に
必
要

な
資
質
や
能
力
を
伸
ば
す
学

習
を
１
年
次
か
ら
取
り
組
ん

で
き
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
校
外
学
習

は
、
探
究
の
時
間
で
各
班
が

設
定
し
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標

に
関
連
し
た
テ
ー
マ
」
を
掘

り
下
げ
る
実
地
調
査
の
場
と

し
て
設
定
。
テ
ー
マ
は
「
水

不
足
」
「
多
文
化
共
生
」

「
都
市
デ
ザ
イ
ン
」
「
交
通

シ
ス
テ
ム
」
な
ど
で
、
２
年

次
の
６
月
に
実
施
し
た
鎌
倉

校
外
学
習
で
地
域
課
題
に
取

り
組
ん
だ
経
験
を
生
か
し
、

「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

「
ご
み
問
題
」
に
取
り
組
む

班
も
い
た
。

　
現
地
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
大
学
生
と
交
流
し
な
が

ら
学
び
を
深
め
る
Ｂ
＆
Ｓ

（
Ｂ
ｒ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｓ
＆
Ｓ

ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ
）
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
通
し
て
学
び
を
深
め

た
。
２
日
目
に
実
施
し
た
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
各

班
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
南
洋
理

工
大
学
ら
の
学
生
１
人
が
付

き
、
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
交

通
機
関
の
利
用

方
法
や
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
文
化

を
学
ん
だ
。
そ

の
後
、
各
班
で

設
定
し
た
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
市

内
を
散
策
。
水

不
足
が
テ
ー
マ

の
班
は
「
ニ
ュ

ー
ウ
ォ
ー
タ
ー

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
」
「
マ
リ

ー
ナ
・
バ
ラ
ー

ジ
」
、
多
文
化

共
生
が
テ
ー
マ

の
班
は
「
チ
ャ

イ
ナ
タ
ウ
ン
」

「
ア
ラ
ブ
ス
ト

リ
ー
ト
」
、
緑

化
政
策
が
テ
ー

マ
の
班
は
「
ガ

ー
デ
ン
ズ
・
バ

イ
・
ザ
・
ベ
イ
」

な
ど
に
足
を
運

ん
だ
。

　
現
地
で
の
最

終
日
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で

得
た
情
報
を
も
と
に
、
日
本

と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
政
策
の
関
連
性
を
大
学
生

と
一
緒
に
探
っ
た
。
「
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
を
活
用
し
、
八
つ

の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
な
が
ら

行
っ
た
。
そ
の
お
か
げ
で
終

始
話
題
が
尽
き
る
こ
と
な

く
、
普
段
内
に
こ
も
り
が
ち

な
生
徒
も
自
分
の
言
葉
で
積

極
的
に
伝
え
よ
う
と
す
る
姿

が
印
象
的
だ
っ
た
」
と
加
藤

遼
教
諭
は
語
る
。

　
帰
国
後
は
、
こ
れ
ま
で
の

探
究
学
習
で
の
取
り
組
み
を

報
告
書
に
ま
と
め
、
代
表
班

が
来
年
度
の
校
外
学
習
に
行

く
１
年
生
を
含
む
約
６
０
０

人
の
前
で
発
表
会
を
行
っ

た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
水
問

題
に
取
り
組
ん
だ
班
は
、
現

地
で
学
ん
だ
水
処
理
技
術
や

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
調

査
結
果
を
報
告
。
輸
入
水
に

頼
ら
ず
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が

自
国
で
自
給
率
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
力
を
入
れ
て
い
る

「
再
生
水
利
用
」
の
認
知
拡

大
を
訴
え
、
「
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
水
処
理
技
術
は
非
常
に

高
く
、
現
地
で
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
は
利
用
に
関
し
て
肯

定
的
な
意
見
が
多
い
こ
と
も

分
か
っ
た
。
再
生
水
の
可
能

性
を
も
っ
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
掛
け
た
。

　
校
外
学
習
を
終
え
、
「
英

語
で
話
す
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
仲
間
や
現
地
の
大
学
生

と
考
え
を
共
有
し
、
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
も
多
く
の
学
び

を
得
ら
れ
た
こ
と
が
何
よ
り

生
徒
の
自
信
に
つ
な
が
り
、

顔
つ
き
も
変
わ
っ
て
き
た
」

と

岡
昌
悟
教
諭
。
総
合
的

な
探
究
の
時
間
の
在
り
方
を

示
す
よ
う
な
、
有
意
義
な
行

事
と
な
っ
た
。
　

　
同
校
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
校

外
学
習
は
来
年
度
以
降
も
継

続
す
る
。
次
に
つ
な
げ
る
こ

と
と
し
て
、
「
今
は
知
ら
な

い
こ
と
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
す
ぐ
に
調
べ
ら
れ
る
が
、

今
後
は
生
徒
自
身
の
目
と
足

を
使
っ
て
知
識
を
得
る
探
索

活
動
を
強
化
し
て
い
き
た

い
」
と
藤
井
教
諭
。
段
取
り

に
つ
い
て

岡
教
諭
は
、

「
コ
ロ
ナ
前
の
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
校
外
学
習
は
語
学
研
修
の

色
合
い
が
強
か
っ
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
新
学
習
指
導
要
領

に
沿
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
重

視
す
べ
き
。
旅
行
会
社
と
考

え
方
の
ず
れ
が
生
じ
や
す
い

の
で
、
連
携
を
取
り
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

た
。

離村式で受け入れ家庭のお父さんに感謝の手紙を手渡す

探
究
学
習
発
表
会
の
様
子

　
池
袋
駅
の
西
口
方
面
に
校

舎
を
構
え
る
城
西
大
学
附
属

城
西
中
学
・
高
等
学
校
（
東

京
都
豊
島
区
、
神
杉
旨
宣
校

長
）
は
１
９
１
８
年
（
大
正

７
年
）
に
創
立
。
大
正
自
由

教
育
で
草
分
け
的
な
存
在
だ

っ
た
野
口
援
太
郎
が
２
代
目

の
校
長
と
な
り
、
「
生
徒
が

本
来
持
っ
て
い
る
資
質
や
能

力
を
見
つ
け
出
し
て
引
き
上

げ
る
」
と
い
う
野
口
の
考
え

か
ら
、
「
天
分
の
伸
長
」

「
個
性
の
尊
重
」
「
自
発
活

動
の
尊
重
」
と
い
う
三
つ
の

建
学
の
精
神
が
掲
げ
ら
れ

た
。

　
こ
れ
ま
で
の
１
０
０
余
年

の
歴
史
で
積
み
上
げ
て
き

た
、
天
分
の
伸
長
な
ど
を
目

的
と
し
た
城
西
教
育
は
、

「
Ｊ
Ｆ
Ｇ
Ｌ
Ｐ
」
（
城
西
フ

ュ
ー
チ
ャ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
ル

・
リ
ー
ダ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

と
い
う
形
で
集
約
化
、
体
系

化
さ
れ
、
現
在
、
こ
の
Ｊ
Ｆ

Ｇ
Ｌ
Ｐ
を
も
と
に
生
徒
の
育

成
、教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
高
校
２
年
次
に
実
施
す
る

修
学
旅
行
は
、
Ｊ
Ｆ
Ｇ
Ｌ
Ｐ

の
集
大
成
と
言
え
る
も
の
。

修
学
旅
行
の
企
画
を
担
当
す

る
佐
藤
聖
教
諭
は
「
社
会
人

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
人
の

活
動
を
現
地
で
見
る
。
さ
ら

に
、
そ
こ
で
人
と
接
点
を
持

ち
な
が
ら
地
域
活
性
化
な
ど

の
リ
ア
ル
な
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
く
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
課
題
解

決
型
学
習
）
、
探
究
学
習
を

一
番
の
目
的
に
し
て
い
る
」

と
説
明
す
る
。

　
従
来
、
修
学
旅
行
は
、
海

外
と
国
内
の
計
３
コ
ー
ス
で

実
施
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
よ
り
２
０
２
１

年
度
か
ら
国
内
２
コ
ー
ス
に

変
更
。

年
度
は
広
島
県
、

愛
媛
県
、
徳
島
県
な
ど
の
西

日
本
コ
ー
ス
と
石
川
県
を
中

心
と
す
る
北
陸
コ
ー
ス
を
設

定
し
、

月

～

日
の
４

泊
５
日
で
各
種
の
学
習
活
動

を
行
っ
た
。
そ
の
学
習
活
動

の
中
で
も
生
徒
の
心
を
つ
か

ん
だ
の
は
、
西
日
本
コ
ー
ス

の
徳
島
県
三
好
市
で
の
民
泊

・
家
業
体
験
「
そ
ら
の
郷

（
さ
と
）
」
だ
っ
た
。

　
西
日
本
コ
ー
ス
に
は
男
女

約
１
２
０
人
の
生
徒
が
参

加
。
１
日
目
は
、
新
幹
線
で

東
京
駅
か
ら
広
島
県
に
到
着

し
、
広
島
市
で
平
和
祈
念
公

園
碑
め
ぐ
り
、
原
爆
資
料
館

見
学
、
市
内
班
別
行
動
を
実

施
。
２
日
目
は
「
し
ま
な
み

海
道
」
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で

愛
媛
県
に
入
り
、
松
山
市
で

班
別
自
主
研
修
。３
日
目
は
、

徳
島
県
三
好
市
で
の
池
田
湖

水
際
公
園
の
静
水
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
体
験
、
祖
谷
の
か
ず
ら

橋
体
験
。
こ
の
日
の
夕
方
に

開
か
れ
た
入
村
式
を
経
て
、

そ
ら
の
郷
で
の
２
泊
の
民
泊

・
家
業
体
験
を
５
日
目
の
朝

ま
で
行
っ
た
。
５
日
目
は
、

そ
ら
の
郷
を
離
れ
、
兵
庫
県

神
戸
市
で
北
野
異
人
館
地
区

班
別
行
動
を
実
施
し
た
後
、

東
京
に
帰
着
し
た
。

　
そ
ら
の
郷
で
の
民
泊
・
家

業
体
験
は
、
生
徒
４
～
６
人

が
１
組
と
な
っ
て
計

家
庭

に
泊
ま
っ
た
。
家
業
体
験
の

内
容
は
各
家
庭
で
異
な
り
、

急
傾
斜
地
で
の
農
業
や
山
奥

で
の
ま
き
割
り
、あ
る
い
は
、

竹
細
工
づ
く
り
な
ど
に
生
徒

た
ち
が
挑
戦
。
受
け
入
れ
家

庭
の
人
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
深
め
な
が
ら
、

そ
の
暮
ら
し
や
土
地
の
魅
力

な
ど
を
体
感
し
た
。

　
ま
た
探
究
学
習
で
は
、
生

徒
た
ち
は
家
業
体
験
や
地
域

住
民
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な

ど
を
通
し
て
、
少
子
高
齢
化

や
住
民
満
足
度
低
下
、
人
口

減
少
と
い
っ
た
地
元
の
課
題

を
把
握
し
て
い
っ
た
。
民
泊

２
日
目
の
夕
方
に
は
各
民
家

の
家
族
や
観
光
協
会
、
市
役

所
の
関
係
者
な
ど
を
招
い
て

探
究
活
動
の
発
表
会
を
開
催

し
、
生
徒
た
ち
が
考
え
た
地

域
課
題
の
解
決
策
に
つ
い
て

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
。
生
徒
か
ら
は
地
元
を

舞
台
と
す
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
を
活
用
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
誘
致
な
ど
の
ア
イ
デ
ア

が
提
案
さ
れ
た
。

　

年
度
の
修
学
旅
行
を
終

え
て
、
西
日
本
コ
ー
ス
に
参

加
し
た
生
徒
に
思
い
出
の
出

来
事
を
聞
く
と
、
一
番
は
そ

ら
の
郷
で
の
民
泊
・
家
業
体

験
。
そ
の
中
で
も
、
受
け
入

れ
家
庭
の
人
た
ち
と
の
温
か

な
交
流
が
生
徒
の
心
に
深
く

刻
ま
れ
た
よ
う
だ
。

　
修
学
旅
行
を
引
率
し
た
岡

嶋
沙
紀
教
諭
は
「
離
村
式
で

は
受
け
入
れ
家
庭
の
方
た
ち

と
涙
を
流
し
な
が
ら
お
別
れ

を
し
て
い
る
生
徒
が
非
常
に

多
か
っ
た
。
た
っ
た
２
泊
し

か
し
て
い
な
い
が
、
と
て
も

充
実
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

生
徒
が
『
本
当
に
行
っ
て
良

か
っ
た
』
と
口
を
そ
ろ
え
て

言
っ
て
い
た
」
と
語
る
。

　
こ
の
よ
う
な
感
動
体
験
が

で
き
る
の
が
、
そ
ら
の
郷
で

の
民
泊
・
家
業
体
験
の
大
き

な
魅
力
。
し
か
し
、
そ
ら
の

郷
を
修
学
旅
行
の
メ
イ
ン
に

据
え
た
一
番
の
理
由
は
、
同

校
が
重
視
し
て
い
る
探
究
学

習
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
非

常
に
優
れ
て
い
る
と
判
断
し

た
か
ら
だ
。

　
今
回
の
修
学
旅
行
で
、
そ

ら
の
郷
と
の
連
絡
窓
口
と
な

っ
た
飛
田
和
成
教
諭
は
「
そ

ら
の
郷
で
は
探
究
活
動
に
と

て
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
そ

の
一
つ
の
テ
ー
マ
が
『
知
恵

の
伝
達
』
。
地
方
の
田
舎
だ

か
ら
こ
そ
の
知
恵
と
い
う
も

の
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
ら

の
郷
は
、
そ
う
い
っ
た
田
舎

の
知
恵
を
生
徒
た
ち
が
直
接

肌
で
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き

る
場
所
だ
」
と
評
価
す
る
。

　

年
度
の
修
学
旅
行
で
は

海
外
コ
ー
ス
が
復
活
し
、
ハ

ワ
イ
、
台
湾
、
西
日
本
の
３

コ
ー
ス
を
計
画
。
そ
ら
の
郷

で
の
民
泊
・
家
業
体
験
は
、

西
日
本
コ
ー
ス
の
メ
イ
ン
と

し
て
継
続
し
て
実
施
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
る
。


